
専門科目（必修） 関連科目（選択）

1 超高齢看護開発特講 地域がん治療学　がん医療社会学

・ 安全ケアシステム開発特講 緩和ケア学　環境医学Ⅰ　環境医学Ⅱ

2 医学・医療情報学Ⅰ　

・ 総合診療・地域医療学

3
年

研究方法特講 知的財産と社会連携

４　博士論文の研究成果を国内外で発表するために必要なプレゼンテーション力、英語力が身について
　いる。

５　大学等の教育研究機関及び保健・医療の現場で、看護学の教育・研究をリードしていくキャリアビ
　ジョンを明確に描けている。

博士後期課程ＤＰ

看護学専攻博士後期課程コースツリー

　３年以上在学し、所定の単位を取得し、かつ、研究指導を受けて博士論文を提出し、その審査に合格す
ることにより、博士（看護学）の学位を授与する。そのために、以下の学修成果を求める。

１　国内外の文献分析や保健・医療機関等でのフィールドワークを通して、超高齢看護学の構築に必要
　な研究課題を設定できる。

２　フィールドのケア対象者や実践者、異分野の研究者等と連携・協働して超高齢看護学の理論体系化
　に有用な研究を自ら企画・立案・遂行できる研究能力が培われている。

３　学術的意義、新規性、創造性、応用的価値のある超高齢看護学に関する博士論文が作成できている。

機能性物質・食品の医療応用と環境影響

臨床医学と社会・環境医学への高度情報学
の応用

超高齢看護学
研究演習

超高齢看護学
特別研究

博　士　論　文


